














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































位置 初方釈天主 釈天眷属之南 次住於初方
東門帝釈天
東門帝釈天
① 左置日天衆 置日天衆。 左置日天衆 左置日天衆
② 在於輿輅中 在八馬車輅中。 八馬車輅中 八馬車輅中
③ 勝無勝妃等 二妃在其左右。
所謂誓耶微誓耶。
訳云勝無勝也。
二妃在左右
逝耶毘逝耶
訳云勝無勝
二妃在左右
逝耶毘逝耶
A
日天眷属布諸執曜。
盎伽在西。輸伽在東。
勃陀在南。
勿落薩鉢底在北。
没儞没遮在東南。
羅睺在西南。剣婆在西北。
計都在東北。
又於南緯之南置涅伽多。謂天狗也。
北緯之北置 迦跛多。謂流火也。
眷属布執曜
盎伽在左右　輸迦在於東
勃駄在於南
勿落薩鉢底　置於日天北
設儞設遮東南
羅睺在西南　剣婆在西北
計都在東北
南緯之南置　涅伽多天狗
北緯之北置　 伽跛多火
B
〈阿闍梨所伝の曼荼羅〉
東方日天之前或置摩利支天女。
如陀羅尼集出之。
摩利支前行 摩利支在前
④ 翼従而侍衛 翼従而侍衛
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
三
八
『
広
大
儀
軌）11
（
』
で
は
、
眷
属
諸
星
（
Ａ
）
に
続
い
て
、（
日
天
の
）
前
を
行
く
摩
利
支
天
（
Ｂ
）
に
言
及
し
て
お
り
、
日
天
の
眷
属
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
法
全
の
『
青
竜
寺
儀
軌）11
（
』
お
よ
び
『
玄
法
寺
儀
軌）11
（
』
で
は
眷
属
諸
星
が
省
略
さ
れ
、
左
右
の
二
妃
と
、
前
に
い
る
摩
利
支
天
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
、
円
仁
、
円
珍
、
宗
叡
ら
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
、
胎
蔵
界
を
解
説
す
る
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
摩
利
支
天
は
日
天
の
眷
属
で
、
日
天
の
前
に
い
る
」
と
い
う
認
識
が
浸
透
し
、
更
に
一
歩
進
ん
で
、
日
天
像
の
前
に
い
る
御
者
を
摩
利
支
天
と
み
な
す
見
解
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
安
然
自
身
も
、
胎
蔵
界
法
や
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
解
説
を
著
し
た
が
、『
大
日
経
供
養
持
誦
不
同
』
「
日
天
別
壇
」
で
は
、
日
天
を
表
す
八
馬
車
輅
の
前
方
に
、
摩
利
支
天
を
象
徴
す
る
宝
瓶
を
置
き
、
そ
の
左
右
に
妃
の
印
で
あ
る
弓
（
と
矢
）
を
配
し
た
図
が
付
さ
れ
て
い
る）11
（
。
5
　
小
天
部
＝
摩
利
支
天
説
の
形
成
　
日
天
の
前
の
小
天
部
像
を
、
疑
問
形
な
が
ら
も
摩
利
支
天
と
記
し
た
早
い
文
献
は
、
真
言
僧
・
真
寂
（
八
八
六
～
九
二
七
）
の
『
諸
説
不
同
記
』
の
日
天
の
項
で
あ
る）11
（
。
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
諸
尊
に
つ
い
て
解
説
し
た
本
書
に
お
い
て
、
真
寂
は
『
大
日
経
』・『
大
日
経
義
釈
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
日
天
と
二
妃
・
眷
属
諸
星
・
摩
利
支
天
に
つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に
「
現
図
」「
或
図
」
「
山
図
」
等
の
日
天
像
の
実
例
を
挙
げ
て
、
図
像
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。
「
①
現
図
在
日
天
后
之
左
。
被
天
衣
。
②
或
図
二
端
飛
上
。
①
兩
手
各
向
嬭
持
開
蓮
。
其
蓮
上
各
至
頭
辺
。
舒
小
指
。
②
或
図
掌
向
外
屈
四
指
執
。
①
乗
車
輅
。
駕
赤
五
馬
。
②
或
図
朱
輪
七
白
馬
。
③
山
図
五
白
馬
此
図
膝
前
有
一
小
天
。
両
手
各
執
蓮
華
。
疑
摩
利
支
天
歟
。
現
図
無
之
。
此
以
其
隠
形
不
見
而
不
載
歟
。
④
然
或
七
曜
別
図
。
日
月
天
前
皆
有
一
小
天
。
叡
山
本
月
天
無
之
。
是
本
為
正
。
⑤
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
三
九
両
手
竪
掌
向
前
屈
四
指
各
執
開
蓮
。
天
衣
端
颺
」（
便
宜
上
、
①
～
⑤
の
番
号
を
加
え
た
）
　『
諸
説
不
同
記
』
に
お
け
る
記
述
の
法
則
─
現
図
を
基
準
に
し
て
或
図
・
山
図
は
相
違
点
を
挙
げ
る
。
座
位
・
身
色
・
着
衣
・
持
物
・
台
坐
等
の
順
で
記
述
す
る
─
を
考
慮
し
て
整
理
す
る
と）11
（
、
①
「
現
図
」
の
日
天
は
日
天
后
の
左
に
お
り
、
天
衣
を
着
け
て
い
る
。
両
手
を
胸
に
向
け
、
小
指
を
伸
ば
し
て
開
敷
蓮
華
を
持
つ
。
花
は
頭
の
辺
り
の
高
さ
に
あ
る
。
五
頭
の
赤
馬
が
ひ
く
車
に
乗
っ
て
い
る
。
②
「
或
図
」
で
は
天
衣
の
二
端
が
上
に
翻
っ
て
い
る
。
掌
を
外
に
向
け
、
四
指
を
屈
し
て
（
蓮
華
を
）
執
る
。
馬
車
は
七
頭
の
白
馬
で
、
車
輪
が
朱
で
あ
る
。
③
「
山
図
」
で
は
五
頭
の
白
馬
で
あ
る
が
、
膝
前
に
一
小
天
が
お
り
、
両
手
に
各
々
蓮
華
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
摩
利
支
天
か
。
「
現
図
」
に
は
小
天
が
無
い
が
、
そ
れ
は
隠
形
の
ゆ
え
に
姿
が
見
え
な
い
の
で
描
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
④
「
七
曜
別
図
」
の
中
に
は
、
日
天
・
月
天
と
も
前
に
一
小
天
を
伴
う
例
が
あ
る
。
叡
山
本
の
月
天
に
は
（
小
天
が
）
な
く
、
そ
れ
が
正
し
い
。
⑤
（
山
図
の
日
天
は
）
両
手
と
も
掌
を
立
て
て
前
に
向
け
、
四
指
を
屈
し
て
開
敷
蓮
華
を
持
つ
。
天
衣
が
翻
っ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
い
う
「
現
図
」
は
空
海
請
来
の
曼
荼
羅
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、『
諸
説
不
同
記
』
の
記
述
は
版
本
高
雄
曼
荼
羅
の
日
天
像
（
図
（
）
と
一
致
す
る
。
一
方
、「
或
図
」
と
「
山
図
」
が
ど
の
曼
荼
羅
に
相
当
す
る
か
は
確
定
し
て
い
な
い
。「
山
図
」
の
記
述
に
近
い
の
は
、
『
胎
蔵
旧
図
様
』
二
重
の
日
天
像
（
図
（
）
で
あ
る
。
今
で
は
白
描
図
像
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
の
タ
イ
プ
の
日
天
像
が
、
か
っ
て
は
著
色
の
曼
荼
羅
と
し
て
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
。
　
ま
た
④
で
は
小
天
を
伴
う
例
と
し
て
、
日
天
・
月
天
と
も
に
一
小
天
を
伴
う
七
曜
図
に
言
及
す
る
。
ち
な
み
に
七
曜
の
場
合
、
太
陽
神
は
日
曜
、
月
神
は
月
曜
と
称
さ
れ
る
が
、
日
天
・
月
天
と
区
別
し
な
い
こ
と
も
多
い）11
（
。
さ
ら
に
小
天
が
い
な
い
叡
山
本
の
月
天
を
挙
げ
、
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
〇
そ
の
方
が
正
し
い
と
判
じ
た
。
真
寂
は
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
日
天
の
二
つ
先
の
微
闍
耶
の
項
の
末
尾
に
摩
利
支
天
を
付
け
加
え
、「
摩
利
支
天
は
常
に
日
の
前
を
行
く
」
と
い
う
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
経
文
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
月
天
の
前
に
は
摩
利
支
天
は
い
な
い
と
読
み
取
れ
る
。
月
天
の
前
に
小
天
が
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
態
度
は
、
真
寂
が
日
・
月
天
前
の
小
天
を
既
に
摩
利
支
天
と
認
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
　
⑤
は
一
見
す
る
と
叡
山
本
の
月
天
に
関
す
る
記
述
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
山
図
」
の
姿
勢
・
持
物
の
記
述
で
あ
り
、
③
の
「
山
図
」
の
台
座
の
記
述
（
五
白
馬
）
と
の
間
に
、
一
小
天
に
関
す
る
考
察
が
挿
入
さ
れ
た
た
め
、
山
図
の
説
明
が
分
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
現
図
」
や
「
或
図
」
と
は
異
な
る
台
座
の
記
述
を
先
行
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
順
序
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
次
ぐ
資
料
と
し
て
は
、
平
安
時
代
後
期
～
鎌
倉
時
代
の
真
言
宗
側
の
口
決
集
か
ら
、
い
く
つ
か
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
恵
什
の
口
決
を
覚
印
が
筆
記
し
た
『
勝
語
集
』
で
は）1（
（
、「
北
三
胎
蔵
十
巻
抄
不
審
事
」
と
し
て
、
「
日
天
月
天
前
有
小
天
子
。
是
摩
利
支
天
歟
。
本
寺
十
二
天
像
如
此
。
但
後
本
月
天
無
之
。
尤
好
之
。
此
事
不
可
然
。
不
空
歟
不
意
。
摩
利
支
法
日
月
天
前
倶
有
之
。」
と
記
し
、
十
二
天
像
の
中
に
も
日
天
・
月
天
像
の
前
に
小
天
を
加
え
た
作
例
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
方
位
守
護
神
で
あ
る
十
二
天
は
、
立
像
を
屏
風
仕
立
て
や
掛
軸
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
小
天
を
伴
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
坐
像
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
摩
利
支
法
」
の
所
説
を
理
由
に
、
月
天
の
前
に
小
天
＝
摩
利
支
天
が
い
る
こ
と
を
擁
護
し
て
い
る）11
（
。
　
時
代
が
下
り
、
建
長
二
年
～
弘
長
三
年
（
一
二
五
〇
～
六
五
）
に
わ
た
っ
て
伝
授
さ
れ
た
憲
深
の
口
決
を
、
親
快
が
筆
記
し
た
『
幸
心
鈔
』「
摩
利
支
天
事
」
に
な
る
と
、
日
天
の
前
の
小
天
部
は
摩
利
支
天
と
断
定
さ
れ
て
い
る）11
（
。
「
師
云
。
図
日
天
之
時
。
人
形
少
加
事
少
少
有
之
。
人
普
不
知
其
由
緒
　
件
形
非
赤
子
。
只
チ
ヰ
サ
キ
天
女
形
也
。
則
此
摩
利
支
天
也
。
依
此
隠
形
之
功
能
。
後
日
天
子
。
不
見
也
。
故
軌
文
云
。
常
雖
行
日
天
子
前
。
天
眼
不
能
見
云
々
」
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
一
　
ま
た
、
七
曜
中
の
日
曜
・
月
曜
の
前
に
描
か
れ
る
少
天
女
形
も
摩
利
支
天
と
判
じ
た
口
決
が
あ
る
。
弘
安
の
頃
（
一
二
七
八
～
八
七
）
編
纂
さ
れ
た
、
教
舜
の
『
秘
鈔
口
決
』「
摩
利
支
天
法
」
で
あ
る）11
（
。
　「
住
日
月
前
事
御
口
云
。
仏
眼
曼
荼
羅
七
曜
中
日
曜
月
曜
ノ
ヘ
ソ
ノ
程
ニ
少
天
女
形
書
キ
タ
ル
ハ
則
摩
利
支
天
也
。
意
ハ
縦
ヒ
雖
モ
住
日
天
子
ノ
前
ニ
不
得
見
云
義
表
示
也
」
　
こ
の
二
つ
の
資
料
は
、
と
も
に
摩
利
支
天
に
対
し
て
「
天
女
形
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
、
明
ら
か
に
女
尊
と
わ
か
る
姿
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
の
装
束
で
は
な
く
、
長
袂
衣
を
ま
と
う
姿
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
と
こ
ろ
で
、
法
隆
寺
に
江
戸
時
代
の
日
天
像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る）11
（
。
五
頭
だ
て
の
馬
車
に
乗
る
日
天
を
斜
め
の
構
図
で
捉
え
た
も
の
で
、
前
方
左
右
に
配
す
る
弓
を
持
つ
天
女
の
一
方
を
横
向
き
に
表
す
な
ど
、
絵
画
性
が
高
い
仏
画
で
あ
る
。
日
天
の
膝
前
に
は
御
者
が
い
て
、
卍
を
描
い
た
天
扇
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
摩
利
支
天
と
し
て
描
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
日
天
の
前
に
い
る
小
天
部
は
摩
利
支
天
」
と
い
う
認
識
が
近
世
に
も
存
続
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
中
世
～
近
世
の
摩
利
支
天
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
よ
り
広
く
資
料
を
探
索
し
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
注（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
一
九
〇
　
三
巻
八
〇
〇
頁
（
（
）　
不
空
が
皇
帝
に
白
檀
の
摩
利
支
天
像
を
進
上
し
た
時
の
書
状
が
、
円
照
の
『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辯
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
摩
利
支
天
の
別
称
と
し
て
「
威
光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
一
二
〇
　
五
二
巻
八
二
九
頁
）
（
（
）　
唐
代
ま
で
の
摩
利
支
天
の
経
典
と
し
て
は
　
　
　
①
梁
・
失
訳
『
仏
説
摩
利
支
天
陀
羅
尼
呪
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
№
一
二
五
六
）
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
二
　
　
　
②
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
十
「
仏
説
摩
利
支
天
経
」（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
一
八
巻
№
九
〇
一
）
　
　
　
③
不
空
訳
『
末
利
支
提
婆
華
鬘
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
№
一
二
五
四
）
　
　
　
④
不
空
訳
『
仏
説
摩
利
支
天
菩
薩
陀
羅
尼
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
№
一
二
五
五
）
　
　
　
⑤
不
空
訳
『
仏
説
摩
利
支
天
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
№
一
二
五
五
の
別
本
）
　
　
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
儀
軌
と
し
て
　
　
　
⑥
不
空
訳
『
摩
利
支
菩
薩
略
念
誦
法
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
№
一
二
五
八
）
が
あ
る
。
　
　
摩
利
支
天
の
隠
形
に
関
し
て
は
、
①
～
⑤
が
ほ
ぼ
同
様
に
語
る
の
で
、
例
と
し
て
①
の
所
説
を
掲
げ
て
お
く
（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
二
一
巻
二
六
一
頁
）。「
有
天
名
摩
利
支
天
。
常
行
日
月
前
。
彼
摩
利
支
天
。
無
人
能
見
。
無
人
能
捉
。
不
為
人
欺
誑
不
為
人
縛
。
不
為
人
債
其
財
物
。
不
為
怨
家
能
得
其
便
」
　
　
　
な
お
李
玉
珉
氏
は
、
敦
煌
蔵
経
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
写
経
中
に
、
①
の
経
典
と
一
致
す
る
写
経
が
存
在
し
、
そ
こ
に
菩
提
流
志
訳
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
の
経
典
を
菩
提
流
志
訳
と
推
定
さ
れ
た
。（「
唐
宋
摩
利
支
菩
薩
信
仰
與
圖
像
考
」『
故
宮
学
術
季
刊
』
第
三
一
巻
第
四
期
　
二
〇
一
四
年
夏
号
）
（
（
）　『
陀
羅
尼
集
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
九
〇
一
　
一
八
巻
八
七
〇
頁
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
似
天
女
形
。
左
手
屈
臂
向
上
。
手
腕
当
左
乳
前
作
拳
。
拳
中
把
天
扇
。
扇
如
維
摩
詰
前
天
女
把
扇
。
於
扇
当
中
作
西
国
卍
字
。
字
如
仏
胸
上
卍
字
。
字
四
曲
内
。
各
作
四
箇
日
形
一
一
著
之
。
其
天
扇
上
作
焔
光
形
。
右
手
申
臂
並
申
五
指
。
指
頭
垂
下
。
身
長
大
小
一
寸
二
寸
。
乃
至
一
肘
（
中
略
）
左
右
各
作
一
侍
者
。
其
侍
者
亦
作
天
女
形
。」
（
（
）　
雍
熙
四
年
（
九
八
七
）
訳
　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
一
二
五
七
　
二
一
巻
（
（
）　
敦
煌
出
土
の
摩
利
支
天
像
が
大
英
博
物
館
に
一
点
、
ギ
メ
美
術
館
に
二
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
長
袂
衣
を
ま
と
う
天
女
形
で
、
三
本
足
の
烏
が
住
む
太
陽
の
前
を
歩
い
て
い
る
。
ま
た
大
英
博
物
館
本
と
ギ
メ
美
術
館
本
の
う
ち
一
点
は
、
天
扇
を
持
っ
て
い
る
。
九
世
紀
末
～
十
世
紀
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陝
西
省
博
物
館
の
摩
利
支
天
経
な
ど
を
刻
ん
だ
碑
に
は
、
天
扇
を
持
つ
二
臂
の
摩
利
支
天
が
太
陽
の
前
を
進
む
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。
宋
の
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）
の
作
で
あ
る
。
（
7
）　
近
年
、
宋
・
元
・
明
代
の
寺
院
壁
画
の
中
に
三
面
六
臂
ま
た
は
八
臂
の
摩
利
支
天
像
が
見
出
さ
れ
、
ま
た
敦
煌
石
窟
の
西
夏
の
作
品
が
相
次
い
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
の
摩
利
支
天
像
に
関
す
る
研
究
は
大
い
に
発
展
し
た
。
論
文
が
多
い
の
で
、
代
表
的
な
も
の
を
示
す
。
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
三
　
　
　
①
陈
玉
女
「
佛
说
摩
利
支
天
经
信
仰
内
涵
初
探
」『
麦
积
山
石
窟
艺
术
文
化
论
文
集
』
下
　
二
〇
〇
四
年
六
月
　
　
　
②
『
中
国
寺
観
壁
画
全
集
（
　
明
清
寺
院
　
円
覚
諸
天
図
』
廣
東
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
　
　
　
③
刘
永
増
「
敦
煌
石
窟
摩
利
支
天
曼
荼
罗
图
像
解
说
」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
（
一
〇
月
）
（
（
）　
张
宏
书
「
摩
利
支
天
造
像
及
其
崇
拝
」『
収
蔵
』
二
〇
一
五
年
六
月
（
9
）　
森
喜
子
「
パ
ー
ラ
朝
の
女
尊
の
図
像
的
特
徴
（
（
）」『
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
告
』
六
号
　
一
九
九
〇
年
一
二
月
（
（0
）　
近
年
、
七
頭
の
猪
に
坐
す
摩
利
支
天
像
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
織
田
顕
行
「
清
拙
正
澄
ゆ
か
り
の
摩
利
支
天
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
二
　
二
〇
一
一
年
五
月
　
　
　
織
田
顕
行
「
禅
宗
文
化
圏
に
お
け
る
摩
利
支
天
像
の
受
容
と
展
開
─
信
濃
小
笠
原
氏
ゆ
か
り
の
開
善
寺
の
事
例
か
ら
」『
飯
田
市
美
術
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
七
　
二
〇
一
七
年
三
月
（
（（
）　
安
然
は
、
天
慶
六
年
（
八
八
二
）
に
著
し
た
『
普
通
授
菩
薩
戒
広
釈
』
に
お
い
て
、
大
乗
寺
院
の
上
座
を
論
じ
る
箇
所
で
「
摩
利
支
天
是
男
天
」
と
述
べ
て
い
る
（
大
正
新
修
大
蔵
経
№
二
三
八
一
　
七
四
巻
七
六
八
頁
）。
安
然
の
説
は
『
東
宝
記
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
た
認
識
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
世
以
降
、
摩
利
支
天
が
男
尊
化
す
る
際
に
思
想
的
裏
付
け
を
提
供
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
四
三
三
　
七
七
巻
四
二
一
頁
（
（（
）　『
阿
娑
縛
抄
』
に
よ
れ
ば
、
安
然
に
は
『
摩
利
支
要
記
』
お
よ
び
『
摩
利
支
天
秘
法
』
と
い
う
私
記
が
あ
っ
た
。
本
文
で
も
示
す
よ
う
に
、『
阿
娑
縛
抄
』
で
は
『
摩
利
支
要
記
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
内
容
を
、
真
言
僧
・
心
覚
の
『
鵝
珠
抄
』
で
は
『
真
言
要
密
記
』
の
名
で
引
用
し
て
い
る
。
覚
禅
の
『
覚
禅
鈔
』
で
は
「
抄
云
　
安
然
」
と
記
し
て
い
る
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
部
　
五
巻
五
一
九
頁
）。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
　
九
巻
　
四
六
七
～
四
六
八
頁
。
便
宜
上
、
Ａ
～
Ｆ
ま
で
記
号
を
加
え
た
。
　
　
　「
摩
利
支
要
記
　
安
然
云
。
Ａ
不
空
訳
。
摩
利
支
天
儀
軌
云
。
摩
利
支
天
菩
薩
者
。
是
大
日
三
昧
耶
故
入
於
日
喩
三
昧
。
即
日
天
眷
属
○
Ｂ
天
台
宗
所
立
法
華
経
文
云
。
娑
婆
世
界
主
梵
天
王
者
挙
位
。
次
文
云
尸
棄
大
梵
者
挙
名
也
。（
中
略
）
法
相
宗
所
立
法
花
玄
賛
云
。
尸
棄
大
梵
是
小
千
界
主
也
。（
中
略
）
壊
劫
時
起
天
三
災
悉
破
壊
第
二
第
三
禅
等
訖
文
。
但
不
至
第
四
禅
定
故
。
此
天
王
時
。
摩
羅
幢
摂
治
一
切
衆
生
精
気
。
故
下
界
無
有
情
。（
中
略
）
Ｃ
但
光
音
天
下
化
於
贍
部
界
。
生
一
子
。
所
謂
毘
摩
質
多
羅
阿
修
羅
王
。
Ｄ
是
阿
修
羅
王
生
一
女
子
。
其
形
如
天
女
。
端
厳
甚
妙
也
。
其
名
曰
舎
脂
。
以
此
女
欲
為
羅
睺
阿
修
羅
王
妾
也
。
帝
釈
天
王
以
神
通
取
此
。
将
至
忉
利
天
上
。
召
毘
首
羯
磨
天
。
令
造
喜
見
城
。
経
人
間
七
日
頃
造
一
萬
間
舎
訖
。
即
以
七
宝
厳
飾
。
以
因
多
羅
網
覆
其
舎
。
毎
網
目
有
萬
億
鈴
。
鈴
光
鈴
音
合
於
一
。
即
此
舎
脂
女
囚
置
中
寝
。
時
二
阿
修
羅
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
四
王
起
引
四
兵
。
列
見
大
海
上
。
諸
阿
修
羅
王
百
千
萬
軍
衆
集
会
。
其
蔭
現
海
水
底
。
其
数
不
可
究
盡
。
為
奪
彼
舎
脂
女
。
上
天
帝
宮
。
時
日
月
天
子
放
浄
光
。
照
耀
修
羅
王
両
眼
眸
子
。
羅
睺
阿
修
羅
王
以
手
欲
執
日
月
天
子
。
摩
利
支
天
菩
薩
有
大
勢
方
便
。
故
現
人
間
三
歳
小
児
形
。
覆
翳
日
月
天
宮
。
令
威
猛
修
羅
王
迷
惑
。
亦
吾
以
隠
形
法
不
令
知
日
月
天
子
及
修
羅
王
。
恒
令
帝
釈
天
王
悉
摧
破
修
羅
王
軍
衆
。
或
説
云
。
摩
利
支
天
為
助
護
天
帝
日
月
。
恒
隠
其
形
。
懸
前
如
微
鳥
竹
籠
。
現
其
世
界
之
形
相
也
。
Ｅ
帝
釈
天
毎
月
十
六
日
講
演
大
品
般
若
。
般
若
十
六
神
王
首
深
沙
大
王
領
引
七
萬
阿
僧
祇
眷
属
。
持
智
剣
。
須
臾
頃
割
截
修
羅
軍
陳
若
干
眷
属
。
即
修
羅
王
等
五
体
堕
大
海
水
上
。
如
微
塵
数
。
時
修
羅
王
衆
練
不
死
薬
。
含
牙
歯
中
。
不
敢
散
失
。
各
有
自
通
力
。
択
取
微
塵
身
体
。
如
故
活
続
。
帰
往
本
宮
。
如
此
恒
時
雖
受
苦
因
勝
他
心
深
禁
故
。
毎
月
十
六
日
闘
諍
無
已
。
故
天
帝
渇
仰
般
若
力
。
一
切
諸
仏
権
化
皆
応
称
帝
釈
天
所
勢
。
是
故
摩
利
支
天
菩
薩
。
以
大
方
便
神
通
力
助
護
天
帝
也
。
Ｆ
涅
槃
経
八
云
。
如
羅
睺
阿
修
羅
王
。
以
手
遮
月
。
世
間
諸
人
咸
謂
月
蝕
。
阿
修
羅
王
実
不
能
触
。
以
阿
修
羅
障
其
明
。
故
是
月
団
円
無
有
虧
損
。
但
以
手
障
故
使
不
現
。
若
摂
手
時
世
間
咸
謂
月
已
還
生
。
皆
言
。
是
月
多
受
苦
悩
。
仮
使
百
千
阿
修
羅
王
不
能
悩
之
云
々
」
（
（（
）　
心
覚
は
「
安
然
真
言
要
密
記
云
」
と
し
て
、
Ｃ
部
と
Ｄ
部
①
～
⑧
、
Ｅ
部
①
～
②
も
収
録
し
た
（
真
言
宗
全
書
　
三
六
巻
　
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
）。
（
（（
）　
浜
田
敦
編
『
塵
添
嚢
抄
・
嚢
抄
』（
臨
川
書
店
　
一
九
六
八
年
）
六
一
八
頁
　
　
　『
嚢
抄
』
は
、
日
月
蝕
が
起
こ
る
理
由
と
し
て
、
阿
修
羅
が
日
月
を
遮
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
解
説
す
る
。
そ
の
状
況
説
明
の
た
め
、
阿
修
羅
と
帝
釈
天
の
戦
い
が
語
ら
れ
る
。
戦
い
の
説
話
は
二
種
類
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
安
然
の
『
真
言
要
密
記
』
か
ら
Ｃ
部
、
Ｄ
部
①
～
⑧
、
Ｅ
部
①
～
②
、
Ｇ
部
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
摩
利
支
天
が
登
場
し
な
い
が
、
舎
脂
の
婚
礼
や
帝
釈
天
の
六
陣
の
構
え
、
阿
修
羅
の
戦
い
ぶ
り
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
描
写
す
る
。
後
者
の
話
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
こ
ろ
編
纂
さ
れ
た
、
平
康
頼
の
『
宝
物
集
』
に
も
見
出
さ
れ
る
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
四
七
巻
四
二
八
～
四
二
九
頁
）。『
嚢
抄
』
の
内
容
や
用
語
は
『
宝
物
集
』
と
共
通
性
が
高
く
、
典
拠
の
候
補
と
し
て
お
く
。『
宝
物
集
』
に
先
行
す
る
文
献
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
（
（7
）　
本
文
中
に
挙
げ
た
資
料
以
外
で
、
阿
修
羅
を
惑
わ
せ
る
摩
利
支
天
を
語
る
文
献
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
天
台
宗
側
で
は
『
四
十
帖
決
』、
静
然
の
『
行
林
』、
真
言
宗
側
で
は
厳
覚
の
『
伝
授
集
』、
興
然
の
『
五
十
巻
抄
』、
教
舜
の
『
秘
鈔
口
決
』、
澄
円
の
『
白
宝
抄
』、
亮
尊
の
『
白
宝
口
抄
』
が
あ
る
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
四
八
二
　
七
八
巻
二
四
二
頁
（
（9
）　
不
空
訳
の
摩
利
支
天
経
典
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
を
参
照
。
ま
た
中
国
国
家
図
書
館
の
『
仏
説
摩
利
支
天
経
』
は
、
明
の
永
楽
元
年
の
版
本
で
、
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
五
漢
訳
者
と
し
て
不
空
と
元
の
沙
門
・
法
天
の
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、『
仏
説
摩
利
支
天
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
№
一
二
五
五
別
本
）
の
冒
頭
部
、
中
程
、
末
尾
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
各
部
の
間
に
不
空
訳
と
は
異
な
る
陀
羅
尼
を
挿
入
し
て
お
り
、
こ
の
陀
羅
尼
部
分
が
法
天
の
訳
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
（0
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
六
四
三
　
一
五
巻
六
四
六
～
六
四
七
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
三
八
四
　
一
二
巻
一
〇
五
一
～
一
〇
五
二
頁
（
（（
）　
日
蝕
の
原
因
を
説
明
す
る
箇
所
で
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
修
羅
王
が
天
女
を
見
よ
う
と
し
て
日
光
に
目
を
射
ら
れ
た
の
で
、
手
で
日
輪
を
遮
ろ
う
と
し
た
。
帝
釈
天
が
気
づ
い
て
戦
お
う
と
し
た
の
で
、
阿
修
羅
王
は
退
却
し
た
（
大
正
新
修
大
蔵
経
№
七
二
一
　
一
七
巻
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
）。
ま
た
同
書
一
一
七
頁
で
は
、
天
軍
と
の
戦
い
の
際
、
も
し
日
が
天
軍
の
後
に
い
る
と
阿
修
羅
軍
は
目
を
射
ら
れ
る
の
で
、
阿
修
羅
王
は
手
で
日
光
を
遮
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
日
蝕
の
第
三
の
原
因
と
述
べ
て
い
る
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
一
五
巻
六
四
七
頁
。
本
文
中
で
も
示
し
た
よ
う
に
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
で
は
阿
修
羅
の
娘
が
夫
・
帝
釈
天
の
浮
気
を
疑
い
、
こ
れ
が
阿
修
羅
王
と
帝
釈
天
が
戦
う
原
因
と
な
っ
た
。
阿
修
羅
軍
が
圧
倒
的
に
強
か
っ
た
が
、
帝
釈
天
が
部
下
の
進
言
で
般
若
波
羅
蜜
の
呪
を
唱
え
る
と
、
空
中
に
出
現
し
た
武
器
が
阿
修
羅
軍
の
上
に
落
下
し
て
、
耳
鼻
手
足
を
切
り
落
と
し
た
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
四
〇
八
　
七
五
巻
九
五
六
頁
（
（（
）　
な
お
、
胎
蔵
旧
図
様
で
は
日
天
と
は
別
の
場
所
に
、
天
扇
を
持
つ
二
臂
の
摩
利
支
天
が
描
か
れ
て
い
る
（
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
第
二
巻
五
一
八
頁
）
（
（（
）　
宮
治
昭
「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ー
リ
ヤ
の
図
像
に
つ
い
て
」『
仏
教
芸
術
』
一
五
六
号
　
昭
和
五
九
年
九
月
（
（7
）　ShantiLalN
agar,SŪ
R
Y
A
 A
N
D
 SU
N
 CU
LT,A
ryanB
ooksInternational（99（,Pl.（（
（
（（
）　
同
右
　Pl.（（
（
（9
）　
一
方
、
五
頭
だ
て
馬
車
の
源
流
は
定
か
で
な
い
が
、
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
儀
』
に
は
、
日
天
が
開
敷
蓮
華
を
持
ち
、
五
頭
だ
て
の
馬
車
に
乗
っ
て
円
相
に
坐
す
と
い
う
規
定
が
あ
る
（
大
正
新
修
大
蔵
経
№
九
七
三
　
一
九
巻
三
七
九
頁
）。
日
天
の
造
像
に
際
し
て
幾
ば
く
か
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
な
お
中
国
の
日
天
像
は
、
敦
煌
の
壁
画
や
絹
絵
の
千
手
観
音
像
・
千
臂
千
鉢
文
殊
像
・
不
空
羂
索
観
音
像
・
如
意
輪
観
音
像
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
。
中
尊
の
上
方
の
空
間
に
、
月
天
と
対
を
な
し
て
描
か
れ
る
。
台
坐
は
五
頭
の
馬
ま
た
は
蓮
華
座
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
中
唐
～
五
代
の
作
と
み
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
六
な
さ
れ
て
い
る
。
（
（0
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
八
四
八
　
一
八
巻
八
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
一
七
九
六
　
三
九
巻
六
三
四
、
六
四
二
頁
（
（（
）　
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
　
№
四
三
八
　
二
三
巻
三
二
六
、
三
三
八
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
八
五
〇
　
一
八
巻
八
〇
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
八
五
一
　
一
八
巻
一
〇
五
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
八
五
三
　
一
八
巻
一
六
二
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
八
五
二
　
一
八
巻
一
二
四
頁
（
（7
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
三
九
四
　
七
五
巻
三
五
三
頁
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
　
一
巻
一
二
九
頁
（
（9
）　
松
原
智
美
「『
諸
説
不
同
記
』
の
「
或
図
」
と
台
密
の
胎
蔵
図
」『
美
術
史
研
究
』
第
二
八
冊
　
平
成
二
年
一
二
月
（
（0
）　
版
本
高
雄
曼
荼
羅
（
胎
蔵
界
）
に
は
太
陽
神
が
二
人
登
場
し
、
と
も
に
日
天
と
さ
れ
て
い
る
。
馬
車
に
乗
る
図
（
図
（
）
と
、
三
頭
の
馬
に
坐
し
右
手
に
日
輪
を
持
つ
図
で
あ
る
。『
諸
説
不
同
記
』
で
は
後
者
を
日
曜
と
解
釈
す
る
。『
叡
山
本
大
悲
胎
蔵
大
曼
荼
羅
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
　
　
　
な
お
、
日
曜
（
日
天
）・
月
曜
（
月
天
）
の
車
に
御
者
が
付
く
こ
と
を
説
く
経
典
が
あ
る
。『
梵
天
七
曜
経
』
で
あ
る
。
原
本
が
失
わ
れ
た
の
で
、
訳
者
や
年
代
は
不
明
だ
が
、
寛
信
の
『
小
野
類
秘
鈔
別
巻
』
に
経
名
が
出
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
武
田
和
昭
「
東
寺
宝
菩
提
院
旧
蔵
星
曼
荼
羅
図
残
闕
」『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』
法
蔵
館
　
一
九
九
五
年
）、
平
安
後
期
に
は
請
来
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
東
寺
宝
菩
提
院
旧
蔵
）
の
「
星
曼
荼
羅
図
残
闕
」
や
『
白
宝
口
抄
』
に
一
部
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
日
天
（
日
曜
）
が
御
者
の
い
る
五
碧
馬
の
車
、
月
天
（
月
曜
）
が
御
者
の
い
る
五
白
鵞
の
車
に
の
る
と
記
し
て
い
る
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
部
七
巻
二
〇
六
頁
）。
　
　
　
ち
な
み
に
、
腹
前
に
小
天
部
を
伴
う
日
曜
・
月
曜
像
と
し
て
は
、
東
寺
観
智
院
所
蔵
の
『
護
摩
爐
壇
様
』
所
載
の
図
が
知
ら
れ
て
い
る
。
太
陽
像
（
図
9
）
は
正
面
向
き
の
一
頭
の
馬
上
に
坐
し
、
右
手
に
蓮
華
、
左
手
は
胸
前
に
玉
（
日
輪
か
）
を
捧
げ
持
つ
。
腹
前
に
菩
薩
形
の
小
天
部
像
が
描
か
れ
る
。
太
陰
（
月
）
像
は
一
羽
の
鵞
鳥
に
坐
し
、
右
手
に
蓮
華
を
持
ち
、
左
拳
を
腰
に
当
て
る
。
腹
前
の
小
天
部
は
や
は
り
菩
薩
形
で
あ
る
。
小
栗
栖
常
暁
の
請
来
に
関
わ
る
ら
し
い
注
記
が
あ
る
が
、
詳
し
く
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
四
七
九
　
七
八
巻
二
一
八
頁
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
─
日
天
と
の
関
わ
り
（
吉
田
）
四
七
（
（（
）　
小
天
部
を
伴
う
月
天
像
の
遺
品
は
、
日
天
像
の
場
合
と
同
様
、『
胎
蔵
図
像
』『
胎
蔵
旧
図
様
』『
四
種
護
摩
本
尊
眷
属
像
』
に
見
出
さ
れ
、
七
羽
ま
た
は
五
羽
の
鵞
鳥
、
も
し
く
は
七
羽
の
鵞
鳥
車
を
台
座
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
月
天
像
は
、
本
格
的
な
著
色
の
作
品
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
山
口
・
国
分
寺
の
十
二
天
曼
荼
羅
は
、
珍
し
い
著
色
の
遺
品
で
あ
る
。
月
天
は
御
者
の
い
る
五
頭
立
て
の
白
馬
の
車
に
の
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
天
に
は
小
天
部
像
が
付
か
な
い
。
（
（（
）　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
№
二
四
九
八
　
七
八
巻
七
五
二
頁
（
（（
）　
真
言
宗
全
書
　
二
八
巻
　
五
〇
四
頁
（
（（
）　『
法
隆
寺
の
至
宝
　
昭
和
資
財
帳
（
　
絵
画
』
所
収
　
図
版
（（
（
小
学
館
　
昭
和
六
一
年
）
図
版
出
典
（
、
（
　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
一
巻
（
　『
天
馬
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
翔
け
る
夢
の
馬
』
図
録
　
奈
良
国
立
博
物
館
（
、
（
、
（
　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
二
巻
7
、
（
　ShantiLalN
agar,SU
R
Y
A
 A
N
D
 SU
N
 CU
LT,A
ryanB
ooksInternational
9
　
大
正
新
修
大
蔵
経
　
図
像
部
七
巻
図 9　護摩爐壇様　太陽
